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さだまさしが父に捧げるもうひとつの
『精霊流し』。若き父の記憶は、カステ
ラの香りとともに故郷の風景を連れて
くる…。温かな涙あふれる独自の世界
を紡いできた著者の真骨頂とも言える、
初の自伝的実名小説。

大地震後の江戸を救うべく新米同心が
走る！安政２年10月２日、直下型大地
震が江戸を襲った。新米同心虎之助
は町人たちの難題を、江戸中を駈け廻
りながら解決する。人情、恋愛、謎解
きが詰った極上の長編時代小説。

落語は身振りと語りのみで物語を進め
ていく独特な演芸であり、江戸期から
明治期にかけて成立しました。私たち
の身近にある親しみやすく面白い伝統
芸、落語。名人の話芸を収録した CD
から関連書籍まで、ぜひご覧ください。

５
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
落
語
」

「
か
す
て
ぃ
ら
」

さ
だ
　
ま
さ
し
／
著

「
猫
背
の
虎
　
動
乱
始
末
」

真
保
　
裕
一
／
著

本
「
今
月
の
新
刊
」
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引
き
続
き
パ
ラ
オ
の
話
で
す
。

　

パ
ラ
オ
は
南
国
の
島
国
な
の
で
予

想
通
り
海
が
半
端
じ
ゃ
な
く
き
れ
い

で
す
。
透
き
通
っ
た
水
が
白
い
砂
浜

に
打
ち
あ
が
る
の
を
見
る
だ
け
で
涼

し
く
な
り
ま
す
。
嘘
で
す
。
本
当
は

す
ぐ
に
で
も
飛
び
込
み
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
仕
事
の
た
め
ス
ー
ツ
姿
の

自
分
は
頭
の
中
の
妄
想
で
何
と
か
衝

動
を
抑
え
る
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な

妄
想
を
繰
り
返
す
中
、
や
っ
と
休
日

に
な
り
パ
ラ
オ
の
海
に
入
る
チ
ャ
ン

ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
す
ぐ
そ
こ

に
あ
る
海
も
き
れ
い
で
す
が
「
無
人

島
の
海
に
比
べ
た
ら
物
足
り
な
い
」

と
言
わ
れ
、
ツ
ア
ー
に
参
加
。
40
分

ほ
ど
ボ
ー
ト
に
揺
ら
れ
目
的
の
無
人

島
に
到
着
し
ま
し
た
。
下
船
す
る
よ

う
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
自
分
を
押

さ
え
切
れ
な
く
な
り
船
の
デ
ッ
キ
か

ら
海
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。
気
持
ち

い
い
。
し
か
も
目
を
開
け
れ
ば
数

メ
ー
ト
ル
先
ま
で
は
っ
き
り
と
見
え

ま
す
。
熱
帯
魚
も
予
想
を
は
る
か
に

超
え
る
多
さ
で
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
静
か
で
優
雅
な
海
の
世
界
を

楽
し
ん
で
い
る
と
、
船
の
エ
ン
ジ
ン

音
と
共
に
４
台
の
船
が
無
人
島
に
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
人
が

「
団
体
で
す
ね
」
と
残
念
そ
う
な
顔

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
今
来
た
団
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パラダイス・ロスト（柳広司）鼠、剣を磨く（赤
川次郎）ナミヤ雑貨店の奇蹟（東野圭吾）
ファイナル・オペラ（山田正紀）三匹のおっ
さん（有川浩）壬生烈風（'藤本ひとみ）西の
果てまで、シベリア鉄道で（大崎善生）時計
まわりで迂回すること（堀江敏幸）タダイマ
トビラ（村田沙耶香）言語小説集（井上ひさ
し）兄よ、蒼き海に眠れ（佐江衆一）星に願

いを、月に祈りを（中村航）パトロネ（藤野可
織）朱鳥の陵（坂東真砂子）千年ジュリエット
（初野晴）結婚（井上荒野）サクラ咲く（辻村
深月）一年四組の窓から（あさのあつこ）トマ
ト・ケチャップ・ス（東直子）夜鳴きめし屋（宇
江佐真理）炎上（遠藤武文）無菌病棟より愛
をこめて（加納朋子）氷山の南（池沢夏樹）
国境越え（椎名誠）破戒者たち（高杉良）

福島地区・寺里

清水喜代子さん

無人島と観光客

[Pension][collect]

知知
年
金

募
集

基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
国
民
が
加
入

し
、
基
礎
年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺

族
）
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
や
が
て

必
ず
訪
れ
る
老
後
の
生
活
の
糧
と
し
て

年
金
収
入
は
大
切
で
す
。

＊
老
齢
基
礎
年
金

　

65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ

れ
た
期
間
が
最
低
25
年
間
（
３
０
０

月
）
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○�

20
〜
60
歳
ま
で
の
40
年
間
（
４
８
０

月
）
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た
方

は
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○�

会
社
員
や
公
務
員
だ
っ
た
方
に
は
老

齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
が
上

乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気
や
ケ

ガ
で
重
い
障
が
い
が
残
り
働
け
な
く

な
っ
た
と
き
や
20
歳
前
の
事
故
な
ど
で

障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
に
障
が
い
の

程
度
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊�

18
歳
未
満
の
子
（
障
が
い
の
あ
る
子

は
20
歳
未
満
）
の
人
数
に
よ
り
加
算
。

＊
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
が
死
亡
し

た
と
き
は
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
18
歳
未
満
の
子
（
障

が
い
者
は
20
歳
未
満
）
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
に
は
、
障
が
い
や
死
亡

と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
公
的
年
金
加
入
期
間
の
２
／
３

以
上
の
期
間
の
保
険
料
が
納
付
ま

た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も

し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死
亡
し
た

日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

○○は見たことがない
I have never seen ○○.
Example : I have never 
seen an ocean like that.
例）あんな海は見たことがない

This month's
expression   

今月の表現 体
の
所
へ
行
っ
て
泳
い
だ
ほ
う
が
い

い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
行
っ
て
み
た

ら
、
団
体
の
ガ
イ
ド
が
大
量
の
残
飯

を
海
に
投
げ
捨
て
て
い
ま
し
た
。
気

に
な
り
少
し
潜
っ
て
み
た
ら
大
迫

力
。
熱
帯
魚
や
サ
メ
、
目
鯵
の
魚

群
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
水
族
館
の

シ
ョ
ー
と
同
じ
で
は
？ 

し
か
も
団

体
の
観
光
客
は
だ
れ
１
人
泳
い
で
い

ま
せ
ん
。
大
き
な
浮
き
輪
に
つ
か
ま

り
、
そ
れ
を
ガ
イ
ド
の
人
が
引
っ

張
っ
て
い
た
の
で
す
。
複
雑
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
何
は
と
も
あ

れ
、
パ
ラ
オ
の
海
は
最
高
！

平
成
24
年
度
市
民
発
！

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
追
加
募
集

◎
追
加
募
集
対
象
事
業

・
地
域
活
性
化
に
関
す
る
事
業

・
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
事
業

・
人
と
人
と
の
交
流
を
促
進
す
る
事
業

・�

市
が
実
施
す
る
事
業
の
補
完
ま
た
は

民
間
移
行
を
推
進
し
、
市
施
策
の
推

進
に
寄
与
す
る
事
業
（
協
働
事
業
）

＊�

本
年
度
（
７
〜
３
月
下
旬
）
に
実
施

予
定
の
事
業
。

◎�

補
助
率
お
よ
び
補
助
金
額
＝
補
助
対

象
経
費
の
一
部
を
助
成
（
上
限
額
は

１
０
０
万
円
）
。

◎�

補
助
対
象
経
費
＝
事
業
実
施
に
必
要

な
経
費
（
人
件
費
は
除
く
）

◎
対
象
資
格

・�

市
内
で
活
動
し
、
構
成
人
員
が
３
人

以
上
で
あ
る
こ
と
（
組
織
の
規
約
が

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
。

・�

事
業
の
企
画
立
案
か
ら
実
績
報
告
ま

で
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

・�

代
表
者
な
ど
（
役
員
）
の
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・�

宗
教
・
政
治
的
活
動
を
行
う
団
体
で

な
い
こ
と
。

・�

暴
力
団
体
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法

律
第
77
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
の
構
成
員
が
含
ま
れ
る

団
体
で
な
い
こ
と
。

◎
提
出
書
類

・�

市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
参
加

申
請
書
（
様
式
は
協
働
推
進
係
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
入
手
可
）

・�

事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
団
体

組
織
な
ど
の
規
約
、
市
税
な
ど
の
完

納
証
明
書
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

議
書
（
協
働
事
業
の
み
）

◎
締
切
＝
５
月
18
日
（
金
）
＊
必
着

◎
審
査
お
よ
び
選
考
＝
５
月
下
旬
予
定

＊�

書
類
審
査
を
通
過
し
た
団
体
は
企
画

の
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
く
公
開
審

査
を
実
施
し
ま
す
。

＊
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課
協
働

推
進
係
☎
内
線
３
３
５

小説を主に読み
ますが、最近は仏教関係

の本を読んでいます。現代風に
翻訳したものが読みやすくて気に入って

います。今日は知らない植物を調べようと、植
物図鑑を借りる予定です。本を読むのに疲れたら眺
めるだけでも楽しそうです。公民館の『図書室』の時代
から利用し続けていて、現在も２週間に１回は来
ています。本は私の『心のビタミン剤』と
いったところでしょうか。

図書館に来ました


